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城あとに夢を築くまち たまき 2002-5

大
自
然
躍
動
の
春
と
申
し
ま
す

が
、
ま
さ
に
花
と
若
葉
の
季
節
で

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
に
は
ご
壮
健

の
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
は
、
私

に
と
り
ま
し
て
は
３
期
目
を
無
投

票
当
選
の
栄
に
浴
し
、
こ
の
上
も

な
く
光
栄
に
存
ず
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ご
信
任
賜
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
初
心
忘
る
る
こ
と

な
く
日
々
こ
れ
精
進
い
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
は
ま
さ
に
維
新
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
に
大
変
革
期
で
あ
り
ま
す
。

社
会
の
仕
組
み
や
経
済
構
造
そ
の

も
の
が
問
わ
れ
る
時
代
で
あ
り
ま

す
。
市
町
村
合
併
も
一
端
で
あ
り

ま
す
。
城
山
の
天
守
に
建
立
さ
れ

し
名
誉
町
民
村
山
龍
平
翁
の
歌
碑

に
あ
る
「
幾
千
と
せ
変
わ
ら
ぬ
こ

と
を
祈
る
な
り

こ
の
城
山
は
こ

の
さ
と
の
神
」
を
こ
と
さ
ら
に
思

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
合
併
論

議
が
い
か
に
あ
れ
歴
史
あ
る
我
が

玉
城
町
の
将
来
に
夢
と
希
望
の
あ

る
努
力
を
致
さ
ね
ば
と
思
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
龍
平
翁
の
町
を

愛
す
る
思
い
を
生
か
せ
る
合
併
や

町
造
り
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
３

期
目
就
任
に
あ
た
り

私
の
努
力
目
標
を
申

し
上
げ
ま
す
。

第
１
に
福
祉
の
充

実
は
も
と
よ
り
教
育

改
革
に
と
も
な
う
児

童
福
祉
の
物
心
共
に

充
実
推
進
を
図
り
ま

す
。
外
城
田
保
育
所

の
施
設
整
備
、
児
童

館
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
す
。
子
育
て
支

援
事
業
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

第
２
に
生
活
環
境

整
備
（
イ
ン
フ
ラ
整

備
）
を
重
点
課
題
と

い
た
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ

Tamaki Topics

中瀬町長　

を
駆
使
し
た
情
報
提
供
と
情
報
公

開
、
下
水
道
の
早
期
供
用
開
始
に

全
力
を
傾
注
し
、
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
町

村
合
併
は
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
町
民
総
意
に
よ
る
行
動

を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。
８
年
間

の
経
験
を
生
か
し
、
一
生
懸
命
頑

張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
変
わ
り

ま
せ
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

就任の
ごあいさつ

３期目スタート！
中瀬町長　

３期目スタート！
職員を前に3期目の抱負を語る中瀬町長（4月19日）

町選挙管理委員会から当選証書が授与された
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T amaki R eportT own

ま
た
、
７
日
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
小
雨
の
降
る
な
か
で
、

お
城
広
場
に
33
の
出
店
、
地
元
企

業
展
を
は
じ
め
、
小
学
生
の
子
ど

も
み
こ
し
、
保
育
所
園
児
の
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」が
行
わ
れ
、
城

郭
内
は
華
や
ぎ
、
町
民
同
士
が
親

ぼ
く
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
途
中
雨
が
降
り
だ
し
、

午
後
か
ら
予
定
し
て
い
ま
し
た
商

工
会
女
性
部
を
中
心
と
す
る
愛
好

者
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
よ
さ
い

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や
、
玉
丸
城

太
鼓
保
存
会
の
演
奏
は
あ
い
に
く

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

●
お
礼

な
お
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
で
は
、
１
３
３
８
点
す
べ
て
を

換
金
し
、
19
万
９
７
０
０
円
の
協

力
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
す
べ
て
町
社
会
福
祉
協
議

会
基
金
に
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
感
謝
状
の
授
与

ま
つ
り
の
開
会
に
あ
わ
せ
、
会

場
で
は
上
玉
川
区
・
世
古
区
老
人

ク
ラ
ブ
、
玉
城
町
花
い
っ
ぱ
い
実

行
委
員
会
に
感
謝
状
を
お
贈
り
し

ま
し
た
。

ぼ
ん
ぼ
り
を
新
調
し

夜
桜
見
学
ひ
と
き
わ
に
ぎ
わ
う

第
15
回
町
桜
ま
つ
り

第
15
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
田
丸
城
跡

で
４
月
７
日
を
メ
ー
ン
に
、
期
間

限
定
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て

開
か
れ
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
花

見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

田
丸
城
跡
の
桜
の
開
花
は
例
年

よ
り
１
週
間
ほ
ど
早
く
、
３
月
25

日
に
同
実
行
委
員
ら
が
設
置
し
た

ぼ
ん
ぼ
り
を
待
ち
わ
び
る
か
の
よ

う
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
期
間

中
、
夜
桜
見
物
を
楽
し
む
家
族
連

れ
や
会
社
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
思

い
思
い
の
花
見
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

▲ライトアップされた大手門の桜

小学生の子どもみこし▼

桜の下でお茶をたしなむ住民ら（天守跡煎茶コーナー）
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▼
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律

が
、
４
月
１
日
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
人
的

援
助
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
公
益
法
人
等
の
業
務
に
、

職
員
を
派
遣
す
る
制
度
等
を
整
備
し
、
業
務
の
円
滑
な
実
施
で
、

地
域
の
振
興
、
住
民
の
生
活
向
上
等
を
目
的
に
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

▼
玉
城
町
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

学
校
医
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
こ
と
は
、
県
条
例
で
一

括
し
て
こ
れ
を
定
め
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
各
市
町
村
に
お
い
て
個
別
に
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
新

し
く
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
職
種
名
称
変
更
に
伴
い
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
13
年

12
月
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
職
種
名
称
が
変
更
と
な
っ

た
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
保
健
師
」「
助
産
師
」「
看
護
師
」に
、
ま
た

准
看
護
婦
は「
准
看
護
師
」に
、
訪
問
看
護
婦
は「
訪
問
看
護
師
」に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
同
和
地
区
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

▼
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

▼
玉
城
町
同
和
地
区
福
祉
基
金
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

▼
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

廃
止
４
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
和
地
区
に
お
け
る
較
差
を

改
善
す
る
た
め
国
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
様
々
な
施
策
が
推
進
さ

平成14年
●第１回玉城町議会定例会

なるほどレポート

平
成
14
年
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

城あとに夢を築くまち たまき 2002-5

N A R U H O D O
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●
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

●
平
成
14
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

平
成
14
年
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
３
月
１
日
、
開
会
さ
れ
、

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
の
ほ
か
、

平
成
14
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
案
、
最
終
日
に
は
平
成
13
年
度
会
計
補
正
予
算
案
が
上
程
、

38
議
案
す
べ
て
が
原
案
可
決
さ
れ
、
６
日
閉
会
し
ま
し
た
。

議
決
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
３
月
末
を
も
っ
て
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
関
連
す
る
法
律
が
失
効
す
る
た
め
、
関
係
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

病
弱
虚
弱
で
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
の
た
め
に
暫
定

的
な
処
置
と
し
て
、
玉
城
病
院
か
ら
看
護
士
１
名
を
下
外
城
田
小

学
校
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
配
置
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
育
児
や
家
族
介
護
を
行

う
職
員
の
負
担
軽
減
措
置
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
育
児
を
行
う
職
員
の
負

担
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

▼
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

町
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務

災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
制
定
に
伴
い
、
関
連
す
る
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
関

連
す
る
審
査
会
の
委
員
報
酬
を
削
除
し
、
保
育
所
医
お
よ
び
保
育

所
歯
科
医
の
報
酬
に
つ
い
て
、
学
校
医
お
よ
び
学
校
歯
科
医
等
と

の
調
整
を
図
る
た
め
「
年
額
３
万
５
０
０
０
円
」
を
「
年
額
７
万

円
」
に
改
正
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

城あとに夢を築くまち たまき 2002-5

－観音信仰と霊場巡礼－　⑤

絵馬
神仏に祈願するとき古代人は一番貴重なも
のを捧げて祈った。昔、貴族や豪族にとって
馬は貴重な宝物であった。
玉城町郷土資料館に土馬（馬の土ぐう）が
陳列されている。全長約30㎝・高さ12㎝で
カリコ古墳の周溝から発見された奈良時代の
遺物である。この土馬には鞍はないが、明和
町上村古墳出土の土馬には鞍がついている。
生き馬の代わりに神に供えたものであろうと
いわれ、馬に乗った姿がないのは神に乗って
もらう馬であったからであろう。
10世紀頃から馬屋がなかったり、馬飼料
にこまる神社へは、生き馬の代わりに馬の絵
を描いた板を奉納するようになった。異説も
あるがこれが絵馬のおこりとされ、鎌倉時代
以降は社寺に願意を絵にした板や額が奉納さ
れるようになり、江戸時代に入ると盛んに行
われるようになった。
原の円鏡寺境内には薬師堂があり、知恵
の権化（ごんげ）とされる文珠菩薩もまつら
れているので、進学祈願や学業増進を願う絵
馬が、天神さんと親しまれ田丸神社にも多数
奉納され風物詩となっている。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

143

円鏡寺の薬師堂
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▼
玉
城
町
活
性
化
対
策
事
業
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
年
４
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
基
金

を
安
全
に
運
用
す
る
た
め
、
繰
り
替
え
運
用
が
で
き
る
よ
う
、
条

項
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
中
山
間
地
域
資
源
活
用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

施
設
利
用
者
の
現
状
は
、
町
外
か
ら
の
利
用
者
が
半
数
を
超
え

る
状
況
に
あ
り
、
町
民
の
健
康
福
祉
の
増
進
と
い
う
当
初
の
目
的

と
異
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
入
湯
税
一
人
あ

た
り
１
５
０
円
を
納
付
す
る
よ
う
に
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

ま
し
た
。

な
お
、
使
用
料
の
額
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
内
税
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

病
院
の
診
療
科
目
の
う
ち
、「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
「
麻
酔

科
」
に
改
め
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
使
用
料
等
の
額
で
定
め
て
い
ま
す

入
院
加
算
料
を
変
更
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
病
院
事
業
会
計
予
算

▼
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
下
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
「
会
計
別
平
成
14
年
度
予
算
お

よ
び
前
年
度
比
較
表
」（
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

度
会
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る
旧
太
平
洋
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
用

地
　
勝
田
字
濱
塚
３
０
８
６
番
地
３
８
の
７
９
１
０
平
方
㍍
に
つ

い
て
、
１
億
２
８
３
万
円
で
町
が
取
得
し
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
事
業
　
岩
出
・
中
角
地
区
　
管
路
施
設
工
事
第

３
工
区
工
事
に
お
い
て
、
当
初
契
約
額
に
対
し
30
万
８
７
０
０
円

を
増
額
し
、
契
約
額
を
５
９
７
３
万
８
７
０
０
円
に
変
更
し
ま
し

た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

今
回
の
補
正
は
年
度
末
を
迎
え
、
各
予
算
科
目
に
お
い
て
調
整

を
行
っ
た
も
の
で
、
主
な
も
の
は

▽
総
務
費：

財
産
管
理
費
で
、
地
域
福
祉
基
金
へ
の
積
立
な
ど
積

立
金
で
２
７
４
７
万
６
０
０
０
円
の
増
額
、
地
域
情
報
化
推
進
費

で
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
補
助
金
２
５
０
０
万
円
を
計
上
す
る
な

ど
、
全
体
で
４
５
７
７
万
１
０
０
０
円
の
増
額

▽
民
生
費：

社
会
福
祉
費
で
国
民
健
康
保
険
繰
出
金
２
９
３
万
７

平成14年
●第１回玉城町議会定例会
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０
０
０
円
増
額
す
る
な
ど
１
６
８
万
円
の
増
額
、
児
童
福
祉
費
で

８
１
７
万
１
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
、
あ
わ
せ
て
６
４
９
万
１
０

０
０
円
を
減
額

▽
衛
生
費：

保
健
衛
生
費
で
、
伊
勢
広
域
環
境
組
合
負
担
金
６
３

１
万
６
０
０
０
円
の
減
額
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
６
１

１
万
４
０
０
０
円
の
増
額
な
ど
、
全
体
で
１
３
０
万
円
を
減
額

▽
農
林
水
産
費：

農
業
費
で
、
経
営
構
造
対
策
事
業
補
助
金
２
千

４
６
３
万
２
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
で
、
全
体
で
１
６
２
６
万
１

０
０
０
円
の
減
額

▽
土
木
費：

道
路
橋
梁
費
で
９
５
７
万
７
０
０
０
円
を
増
額
す
る

な
ど
、
全
体
で
８
５
５
万
３
０
０
０
円
を
増
額

▽
教
育
費：

社
会
教
育
費
で
３
７
１
万
８
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
、

全
体
で
２
５
２
万
３
０
０
０
円
の
減
額

▽
諸
支
出
金：

公
営
企
業
費
で
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
支

出
金
で
１
８
５
７
万
２
０
０
０
円
の
減
額
、
公
共
下
水
道
事
業
会

計
支
出
金
で
２
２
８
３
万
３
０
０
０
円
を
増
額
な
ど
、
４
４
８
万

８
０
０
０
円
の
増
額
。
ま
た
、
普
通
財
産
取
得
費
で
度
会
土
地
開

発
公
社
所
有
の
旧
太
平
洋
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
用
地
取
得
費
を
は
じ
め

と
し
て
１
億
６
６
９
万
１
０
０
０
円
を
増
額

以
上
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
８
９
９
万
９
０
０
０

円
を
増
額
し
、
総
額
を
47
億
９
６
８
０
万
２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
繰
越

明
許
費
は
、
衛
生
費
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
で
５
８
２
万

３
０
０
０
円
、
土
木
費
の
道
路
改
良
事
業
で
１
５
３
６
万
８
０
０

０
円
、
駅
前
広
場
整
備
事
業
２
５
６
５
万
４
０
０
０
円
、
災
害
復

旧
費
で
河
川
災
害
復
旧
事
業
で
１
１
０
３
万
５
０
０
０
円
、
諸
支

出
金
で
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
５
０
２
８
万
円
、
総
額
１

億
８
１
６
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

年
度
末
に
む
け
、
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
64
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
８
億
８
１
０
２
万
６
０

０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
病
院
事
業
収
益
を
９
１
４

万
５
０
０
０
円
増
額
し
、
収
入
総
額
を
６
億
１
６
１
８
万
１
０
０

０
円
。
病
院
事
業
費
用
に
お
い
て
85
万
５
０
０
０
円
減
額
し
支
出

総
額
を
５
億
６
１
８
万
１
０
０
０
円
に
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
の

差
額
１
億
１
０
０
０
万
円
は
特
別
利
益
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

0

10

20

30

40

50

60 
億 

平成14年度 平成10年度 平成11年度 

14,316人 

14,648人 14,448人 14,536人 

14,076人 

41
億
８
４
４
万
円 

44
億
６
２
６
１
万
円 

平成12年度 

36
億
７
８
０
９
万
円 

平成13年度 

43
億
２
９
３
万
円 

39
億
１
１
１
３
万
円 

●一般会計予算と人口の推移

●会計別平成14年度予算および前年度比較表（単位：千円）
会　計　別 平成13年度 　平成14年度 　　比較

◆一般会計 4,462,614 　　4,108,440 △354,174

◆特別会計 3,839,885 　　3,887,286 　　47,401

国民健康保険 845,742　　　904,260 　　58,518

同和地区福祉資金貸付事業 7,875 　　　　　― 　　　　―

住宅新築資金等貸付事業 10,037 　　　　9,557 　　△480

老人保健 934,917　　　955,368 　　20,451

山村振興事業 46,013 　　　65,500 　　19,487

農業集落排水事業 168,495　　　130,989 　△37,506

病院事業 436,793　　　530,304 　　93,511

水道事業 479,313　　　479,674 　　　361

介護老人保健施設事業 268,033　　　276,029 　　7,996

下水道事業 642,667　　　535,605 △107,062

合　　　計 8,302,499 　　7,995,726 △306,773

重　複　額 462,653　　　321,467 △141,186

純　　　計 7,839,846 　　7,674,259 △165,587
＊合計には、一般会計諸支出金など各企業会計へ繰り出される金額が重複しています。
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▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

業
務
の
予
定
量
で
新
規
加
入
者
の
見
込
み
減
な
ど
、
年
度
末
給

水
件
数
を
90
件
減
ら
す
と
と
も
に
、
予
算
の
調
整
を
行
っ
た
も
の

で
、
収
益
的
収
支
に
お
い
て
営
業
収
益
１
５
３
万
４
０
０
０
円
の

減
額
、
支
出
で
営
業
費
用
な
ど
１
２
７
９
万
７
０
０
０
円
を
減
額

し
、
収
支
差
額
６
４
６
８
万
５
０
０
０
円
の
経
常
利
益
を
見
込
み

ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入
で
拡
張
工
事
分
担
金

収
入
な
ど
１
３
９
０
万
円
の
減
額
、
支
出
で
建
設
改
良
費
で
工
事

請
負
費
な
ど
８
８
６
万
７
０
０
０
円
の
減
額
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
同
和
地
区
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

特
別
会
計
条
例
の
廃
止
に
伴
う
補
正
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
出

に
お
い
て
予
備
費
等
を
減
額
し
、
一
般
会
計
へ
繰
出
し
、
地
域
福

祉
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
７
８
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

貸
付
事
業
基
金
の
廃
止
に
伴
う
補
正
で
、
基
金
か
ら
繰
り
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

医
療
の
実
績
見
込
み
に
大
幅
な
支
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

医
療
給
付
費
に
お
い
て
４
０
２
７
万
９
０
０
０
円
の
増
額
を
行
い
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
６
７
４
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
９
億
８
８
０
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
え
、
各
事
業
に
お
い
て
収

入
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
年
間
予
算
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
事
業
収
入
増
に
よ
り
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
を
１
８
５
７
万
２
０
０
０
円
減
額
し
、
施
設
事
業
費
用

に
お
い
て
は
、
事
業
実
績
を
踏
ま
え
た
調
整
で
、
収
入
支
出
そ
れ

ぞ
れ
16
万
６
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
６
０
０
１
万
７
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

主
な
も
の
は
歳
出
に
お
い
て
管
理
運
営
費
で
、
修
繕
料
を
１
０

３
万
８
０
０
０
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
を
減
額
、

総
額
４
６
８
９
万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

国
の
二
次
補
正
予
算
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
、
宮
川
流
域
下
水

道
事
業
負
担
金
の
増
額
、
単
独
事
業
費
の
精
査
を
行
っ
た
も
の
で
、

資
本
的
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２
億
３
４
４
４
万
８
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
を
11
億
４
９
６
１
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
13
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

年
度
末
に
む
け
各
科
目
の
精
査
を
行
い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

に
１
４
０
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
４
８
６
２
万
８

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

平成14年
●第１回玉城町議会定例会
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「
平
成
14
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予
算
　
町
長
提
案
理
由
」
か
ら

●
平
成
14
年
度
　
一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

平
成
14
年
度
一
般
会
計
予
算
は
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
景
気
や
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
国
に
お
い
て
は
「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
を
掲
げ
、「
今
後

の
経
済
財
政
運
営
及
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
」
で
、
民
営
化
・
規
制
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
方
自
立
・
活
性

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
７
つ
の
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
進
め
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
経
済
情
勢
の
中
で
、
平
成
14
年
度
玉
城
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
出
の
削
減
、
抑
制
姿
勢
に
追
従
し
、
予
算

査
定
に
あ
た
っ
て
も
団
体
運
営
補
助
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
95
％
で

計
上
し
、
物
件
費
等
に
お
い
て
も
概
ね
95
％
で
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
骨
格
予
算
と
い
う
性
格
か
ら
人
件
費
を
は

じ
め
と
す
る
義
務
的
経
費

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

と
経
常
経
費
を
主
体
と
し
、
投
資
的
な

経
費
に
つ
い
て
は
、
継
続
経
費
ま
た
は
国
県
補
助
事
業
に
か
か
る

も
の
で
予
算
化
し
た
こ
と
の
立
証
が
迫
ら
れ
て
い
る
も
の
を
計
上
。

単
独
事
業
に
お
い
て
は
、
当
面
６
月
ま
で
必
要
な
も
の
に
限
定
し

て
予
算
計
上
を
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
・
・
・
・
・

総
務
費：

役
場
庁
舎
空
調
設
備
工
事
請
負
費
１
７
８
５
万
円

民
生
費：

児
童
館
新
築
工
事
請
負
費
９
１
８
２
万
５
０
０
０
円

（
13
ペ
ー
ジ
を
参
照
）、
外
城
田
保
育
所
増
築
工
事
請
負
費
１
億
４

３
３
２
万
５
０
０
０
円

商
工
振
興
費：

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
繰
出
し
金
１
５
３
０
万
円

土
木
費：

道
路
補
修
工
事
請
負
費
２
０
０
０
万
円
、
道
路
新
設
改

良
工
事
請
負
費
２
０
０
０
万
円
、
公
有
財
産
購
入
費
２
８
２
６
万

４
０
０
０
円

諸
支
出
金：

病
院
事
業
会
計
繰
出
し
金
８
３
３
６
万
３
０
０
０
円

を
は
じ
め
、
各
会
計
へ
の
繰
出
し
金
で
１
億
７
６
４
１
万
１
０
０

０
円
、
公
有
財
産
購
入
費
２
９
６
７
万
６
０
０
０
円
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
・
・
・
・
・

限
ら
れ
た
財
源
の
重
要
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
徹
し
、
節
度

あ
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
、

町
税：

対
前
年
比
２
・
２
％
の
増
で
16
億
３
８
９
３
万
２
０
０
０

円
を
見
込
み
、
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
固
定
資
産
税
で
６
・
３
％

の
増
、
入
湯
税
の
新
設
に
よ
る
増
額
。
法
人
税
に
お
い
て
は
、
景

気
の
停
滞
か
ら
10
・
８
％
の
減
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税：

国
の
交
付
税
制
度
見
直
し
に
よ
る
13
・
８
％
の
減
で

10
億
６
５
０
０
万
円

国
庫
支
出
金：

22
・
５
％
の
増
で
２
億
８
６
９
万
５
０
０
０
円

県
支
出
金：

10
・
３
％
の
減
で
２
億
６
１
２
万
１
０
０
０
円

町
債：

26
・
４
％
の
減
で
２
億
７
３
７
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

以
上
の
結
果
、
予
算
規
模
は
歳
入
歳
出
と
も
に
、
41
億
８
４
４
万

円
と
な
り
、
平
成
13
年
度
当
初
予
算
と
対
比
し
て
７
・
９
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
第
１
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

善

意

の

窓

善

意

の

窓

 
●
伊
勢
農
協
女
性
部
か
ら

鳴
呼
１
７
７
個
寄
贈

３
月
19
日
、
伊
勢
農
協
女
性
部
様
か
ら

バ
ザ
ー
の
売
上
金
で
購
入
い
た
だ
い
た
鳴

呼（
な
る
こ
）
１
７
７
個
を
、
町
保
育
所
に

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鳴
呼
は
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の

踊
り
に
用
い
る
木
製

の
楽
器
で
す
。
４
月

７
日
の
桜
ま
つ
り
で

園
児
の
踊
り
に
早
速

使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
商
工
会
か
ら
寄
付

３
月
25
日
、
玉
城
町
商
工
会
様
か
ら
福

祉
事
業
に
と
「
玉
城
町
商
工
会
チ
ャ
リ
テ

ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
募
金
」
か
ら

５
４
、
０
０
０

円
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

［用語メモ］
●
義
務
的
経
費

歳
出
の
う
ち
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
人
件
費
、
扶
助
費（
被
扶
助
者
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
経
費
）、
公
債
費
（
地
方
債
の
元
利
償
還
金
、
一

次
借
入
金
利
子
）
を
指
し
ま
す
。
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Tamaki Topics

『
笑
顔
で「
お
は
よ
う
・
こ
ん
に
ち
は
」
が

飛
び
か
う
ま
ち
』
に
む
け
て

第
４
次
玉
城
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業

平
成
14
年
度
一
般
会
計
関
係
分

ま
ち
に
は
自
然
的
・
社
会
的
な
条
件
を
十
分
認
識
し
た
上
で
、

ま
ち
の
目
指
す
べ
き
“
ま
ち
づ
く
り
”
の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

基
本
施
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
行
政
計
画
の
最
上
位
計
画「
私
た
ち
の
町
の
総
合
計
画
」
が
あ
り
ま
す
。

基
本
目
標
と
な
る『
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
・
こ
ん
に
ち
は
」
が
飛
び
か
う
ま
ち
』
を
実
践
す
る
た
め
、

人
と
の
対
話
が
あ
り
、
ま
た
行
政
と
町
民
の
対
話
が
あ
る
よ
う
な
「
住
民
と
対
話
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
も
の
と
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢
と
し
て「
人
づ
く
り
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」「
情
報
」
の
３
つ
を
重
点
目
標
に
位
置
づ
け
、

各
施
策
分
野
に
わ
た
る
横
断
的
な
施
策
の
推
進
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
と
対
話
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

人
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

情
　
報

時代の変化に
対応した、
地域を支える

次世代を支える、
最も重要な
要素である

住民生活から行政
運営までのあらゆる
分野で生かす

N A R U H O D O
R E P O R T
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事業名称　　　　　　　 事業内容 本年度予算額

恵まれた環境を生かす まちづくり 2億9747万5000円
合併浄化槽事業 合併処理浄化槽設置者に対する補助金支給　　　　　　　　　　　 単位：千円

補助金額　５人槽354,000円　７人槽411,000円　10人槽519,000円 20,196
ごみ減量化促進対策事業 ゴミ分別収集啓発事業　　再資源集団回収補助金事務　　

古紙回収業務委託事業 8,346
ISO14001認証取得支援事業 ISO14001認証取得事業の支援委託業務 4,842
ごみの収集・焼却、し尿処理、菊狭間環境整備組合（ゴミの収集）・
斎場などの事業 伊勢広域環境組合（ゴミの焼却・し尿処理・斎場）等の負担金経費 81,380
公共下水道事業会計への支出金 公共下水道事業会計への繰出金 72,085

安心して暮らせる まちづくり 16億8023万6000円
社会福祉協議会 福祉バスの運行事業委託金、町社会福祉協議会運営補助金、
運営委託補助事業 心配ごと相談設置事業補助金、ボランティア活動推進事業補助金等の経費 16,644
保健福祉会館運営事業 保健福祉会館管理運営にかかる経費 20,728
児童館新築事業 安心して生み、育てられる環境整備のため、子育て支援事業の拠点として

「児童館」を建設する事業 97,235
外城田保育所増築事業 近年の保育所入所希望者の増加などにともない、子育て支援事業の強化推進を

図るために行う外城田保育所の増築および改修事業 148,492
福祉課関連特別会計への支出金 玉城町国民健康保険、老人保健特別会計への繰出金等経費 99,349
介護保険事業 介護保険が円滑に運営するための事業、介護保険の運営を共同で行っている度会

1部介護保険事務組合の負担金、介護サービス、介護相談員事業、
サービスを利用しやすくするための事業など 76,179

老人保健施設事業会計への支出金 老人保健施設事業会計への繰出金 19,203
病院会計への支出金 玉城病院事業会計への繰出金 83,363
常備消防委託料 広域消防委託料 158,997
労働金庫協調融資貸付事業 勤労者持家・教育資金貸付制度の円滑に行う事により、教育資金・住宅事情の

緩和が図られ勤労者の生活向上に寄与するための労働金庫協調融資貸付経費等の
事業経費 26,490

地域文化の薫りたつ まちづくり 3億8483万8000円
町史編さん事業 平成17年刊行予定の『玉城町史下巻』編さん作業 9,404
図書館運営事業 玉城町図書室の充実。平成14年度は町の図書室と町内小中学校図書室の蔵書の

データベース化を行い、蔵書管理の徹底と貸出事務の効率化を図る 5,350
小学校管理経費 教育委員会事務局が管理する小学校経費 29,276
中学校管理経費 教育委員会事務局が管理する中学校経費 13,992
情報通信技術（IT）講習事業 町民に幅広く情報通信技術を体験してもらうための初心者向けパソコン教

室の開催。上級の講座も開設し、ステップアップして学びたい人への要望
にも応える 4,142

中央公民館管理事業 中央公民館の管理・運営 13,885

活気あふれる まちづくり 5億1111万2000円
県営関連事業 県営農道、かんがい排水事業経費を一部負担し農業の基盤整備を促進する 32,671
農業集落排水事業会計への支出金 農業集落排水特別会計への繰出金 21,599
町商工会補助金 商工会が行う小規模事業者の経営または技術の改善発達のための商工会経費 11,060
都市計画総務経費 都市計画全般にかかる経費であり、本年度は用途地域等の見直し調査の負担金

および現況図修正業務委託料が主な事業 19,106
土地取得費（都市計画課分） 駅前広場整備事業に関連する代替地を度会土地開発公社より取得する費用 29,676
道路維持修繕事業 町道の維持補修 29,918
道路新設改良町単事業 町道の新設改良 63,672
地方道路整備交付金事業 緊急地方道路整備事業で実施する町道中楽朝久田線の道路整備 39,600
都市計画街路町単事業 街路事業対応以外の単独の費用で、公社償還金元金利子など 19,533
ケーブルテレビ事業 平成13年度整備したケーブルテレビの運営事業。番組制作、文字放送、

町単補助（ホームターミナル設置補助金） 7,136

計画推進のために 12億3477万9000円
住民基本台帳ネットワークシステム事業 平成15年８月から実施される住民基本台帳ネットワークのシステム構築委託料 5,265
議会運営経費 議員18人の人件費および議会活動に要する経費 68,478
庁舎管理経費 役場庁舎の経費（光熱水費、点検検査委託料等） 35,589
元金償還経費 平成13年度末の地方債現在高見込（4,572百万円）の元金償還経費 405,244
利子償還経費 平成13年度末の地方債現在高見込（4,572百万円）の利子経費、

一時借入金利子 131,343
予備費経費 予期できなかった予算外の支出、予算超過の支出に充てるための経費。

本年度は町長選挙執行のため骨格予算を編成したので、本予算編成対応の
一般財源を含んでいます 186,809

広報紙発行経費 月１回発行する広報紙に関する事業。
印刷製本費を中心に広報編集委員手当、写真現像費などが含まれています 4,782



こ
の
講
習
会
は
、
昨
年
東
海
地

震
の
想
定
震
源
域
が
見
直
さ
れ
た

の
を
受
け
、
２
月
の
地
震
体
験
車

を
用
い
た
講
習
会
に
続
い
て
２
回

目
の
開
催
。

今
回
の
講
習
会
に
は
、
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
員
を
は
じ
め
、
地
元

企
業
で
働
く
人
、
ま
た
そ

の
Ｏ
Ｂ
ら
な
ど
で
、
前
回

を
超
え
る
50
人
ほ
ど
が
参

加
し
、
県
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
協
議
会
議
長
の
山
本

康
史
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
談
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

山
本
さ
ん
は
こ
の
な
か

で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や

日
本
海
重
油
流
出
事
故
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極

的
に
参
加
し
、
そ
の
時
に

「
日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
、

絆
が
一
番
大
事
」
と
感
じ

た
、「
み
な
さ
ん
の
連
携

を
今
後
も
密
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
参
加
者
に
呼
び

災
害
時
に
自
分
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
の
か
、
住
民
同
士
が
ど
の

よ
う
に
連
携
す
れ
ば
よ
い
の
か
を

考
え
て
も
ら
お
う
と
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
３
月
30
日
、
町
保

健
福
祉
会
館
で
災
害
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

11

T amaki R eportT own

訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

町
社
協
で
は
、
今
後
も
地
域
の

み
な
さ
ん
に
防
災
、
災
害
に
対
す

る
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
行

政
・
消
防
・
警
察
な
ど
地
域
一
丸

と
な
っ
た
連
携
の
も
と
に
防
災
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今

後
の
講
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
襲
い
か
か
る
災
害
を

想
像
し
て
地
図
の
上
で
訓
練
す
る

Ｄ
Ｉ
Ｇ

デ

ィ

グ

と
呼
ば
れ
る
「
災
害
図
上

訓
練
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
机

の
上
に
町
の
地
図
を
広
げ
、
透
明

の
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
き
、
そ
の
上
に

自
分
の
家
、
役
場
、
避
難
場
所
な

ど
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、
地
図
と
対

話
し
な
が
ら
想
像
の
世
界
で
防
災

城あとに夢を築くまち たまき 2002-5

地
域
マ
ッ
プ
と
対
話
し
な
が
ら
災
害
図
上
訓
練

玉
城
町
社
協
が
災
害
講
習
会

Tamaki Topics

地図を囲んでポイント付けをする参加者
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た
り
、
配
備
の
車
両
と
の
中
継
訓

練
も
行
わ
れ
、
団
員
ら
は
説
明
に

耳
を
傾
け
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

ま
し
た
。

西
岡
団
長
は
、
昨
年
４
月
発
生

し
た
山
林
火
災
を
教
訓
に
、
初
期

消
火
、
ス
ム
ー
ズ
な
中
継
の
必
要

性
を
痛
烈
に
感
じ
た
と
し
、
伊
勢

市
消
防
本
部
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
消
防
活
動
に
期
待
を
し
て
い
る

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
３
月
14
日
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
購
入
し
、
中

瀬
町
長
か
ら
西
岡
武
生
消
防
団
長

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
災
害
に
備
え
て
防
火

水
槽
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
初
期
消

火
を
十
分
発
揮
す
る
た
め
、
平
成

13
年
度
事
業
で
県
下
の
消
防
団
と

し
て
は
、
は
じ
め
て
１
ト
ン
の
水

を
搭
載
で
き
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
１
台
を

８
８
８
万
３
０
０

０
円
で
購
入
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

玉
城
町
消
防
団
に

４
台
の
消
防
車
が

配
備
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

16
日
に
は
、
保

健
福
祉
会
館
の
広

場
で
、
操
作
手
順

を
聞
い
た
後
、
実

際
に
車
両
を
使
っ

て
放
水
訓
練
を
し

西
岡
団
長
か
ら
一
人
ず
つ
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
、
団
長
か
ら
は
、
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

近
隣
に
な
い
体
制
は
誇
り
だ
と
し

た
う
え
で
、「
先
輩
に
早
く
追
い

つ
き
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

玉
城
町
消
防
団
（
西
岡
武
生
団

長
）
で
は
、
防
災
活
動
や
、
火
災

予
防
の
啓
発
、
消
防
行
事
へ
の
支

援
な
ど
を
す
る
女
性
消
防
団
員
を

平
成
12
年
９
月
、
は
じ
め
て
任
命

し
ま
し
た
が
、
新
た
に
今
年
４
月

１
日
、
３
人
を
任
命
し
、
６
人
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
任
命
式
が
行
わ
れ
、

県
下
の
消
防
団
初
　
水
槽
搭
載
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
導
入玉

城
町
消
防
団

新
た
に
女
性
消
防
団
員
３
人
任
命玉

城
町
消
防
団

新女性消防団員。左から須山慶子さん（原）、
出口景子さん（野篠）、中西京子さん（山岡）

新たに購入した
消防車

中継送水訓練をする団員
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Tamaki Topics

T amaki R eportT own

の
話
し
ぶ
り
や
両
手
で
操
る
人
形

に
興
味
津
々
、
目
と
耳
を
傾
け
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

大
喜
多
さ
ん
は
、
地
元
に
伝
わ

る「
玉
城
の
民
話
」
を「
子
ど
も
た

ち
に
語
り
継
い
で
ほ
し
い
」と
、実

際
に
そ
の
地
を
訪
れ
、
今
の
風
景

や
お
年
寄
り
に
尋
ね
た
こ
と
を
腹

話
術
で
話
し
て
い
き
た
い
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

大
喜
多
逸
子
さ
ん（
殿
町
）は
３

月
20
日
、
有
田
保
育
所
を
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
腹
話
術
で
民
話
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
大
喜
多
さ
ん
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
相
棒
の
腹
話
術
人
形

「
し
ん
ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
子
ど
も

た
ち
の
前
に
立
ち
、
世
古
地
区
に

伝
わ
る「
榎
木
の
獅
子
」と
題
し
た

話
を
公
演
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
喜
多
さ
ん

通
じ
て
指
導
し
、
創
作
活
動
や
野

外
活
動
、
高
齢
者
と
の
交
流
事
業

を
展
開
し
、
小
学
校
低
学
年
児
童

を
対
象
に
「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
11
年
度
当
初
が
17
名
、

12
年
度
は
33
名
、
13
年
度
47
名
と

利
用
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
全
性
・
機
能
性
な
ど
を
兼

ね
備
え
た
児
童
館
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

整
備
は
田
丸
小
学
校
の
敷
地
内

に
建
設
し
、
来
年
完
成
後
、
中
・

高
生
を
含
め
た
児
童
の
健
全
育
成

を
支
援
し
、
遊
び
、
体
験
学
習
、

創
作
活
動
な
ど
の
他
、
高
齢
者
交

流
ま
た
上
下
級
生
交
流
等
の
世
代

間
交
流
事
業
を
行
い
、
地
域
に
根

ざ
し
た
運
営
を
図
っ
て
い
く
予
定

で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
町
福
祉
課
　
1
（
５
８
）

８
２
０
３
へ
。

玉
城
町
で
は
、
核
家
族
化
、
夫

婦
共
働
き
家
庭
の
増
加
に
と
も
な

い
、
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
受
け
、

平
成
14
年
度
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
児
童
館
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
す
で
に
平
成
11
年

度
か
ら
保
健
福
祉
会
館
に
お
い
て
、

児
童
が
心
身
と
も
健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
、
指
導
員
が
遊
び
を

腹
話
術
で
民
話
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

有
田
保
育
所

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て

児
童
館
整
備

Tamaki Topics

建設が予定される田丸小学校

「しんちゃん」に扮して腹話術を演じる大喜多さんと
有田保育所の子どもたち



城あとに夢を築くまち たまき 2002-5

14

４
月
１
日
付
　
（

）
内
は
旧
課
名

●
昇
格

福
祉
課
参
事

…
…
…
森
島
千
里
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

理
学
療
法
士
長
…
高
山
文
博
（
主
任
理
学
療
法
士
）

●
異
動

【
総
括
主
任
】

外
城
田
保
育
所
…
…
…
中
田
惠
子
（
有
田
保
育
所
）

有
田
保
育
所
…
…
…
山
本
繁
子
（
外
城
田
保
育
所
）

【
保
育
主
任
】

田
丸
保
育
所
…
…
…
池
山
敦
子
（
外
城
田
保
育
所
）

外
城
田
保
育
所
…
…
…
森
田
和
枝
（
田
丸
保
育
所
）

【
保
育
士
】

有
田
保
育
所
…
…
松
葉
由
紀
子
（
外
城
田
保
育
所
）

田
丸
保
育
所
…
…
…
山
本
晃
子
（
外
城
田
保
育
所
）

外
城
田
保
育
所
…
木
村
多
香
（
下
外
城
田
保
育
所
）

下
外
城
田
保
育
所
…
寺
田
奈
峰
子
（
有
田
保
育
所
）

外
城
田
保
育
所
…
…
…
出
口
景
子
（
田
丸
保
育
所
）

【
調
理
員
】

玉
城
中
学
校
…
中
川
恵
子
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

下
外
城
田
保
育
所
…
…
…
谷
口
真
知
子
（
福
祉
課
）

田
丸
小
学
校
…
…
…
宮
本
由
利
子
（
玉
城
中
学
校
）

田
丸
保
育
所
…
…
辻
口
幸
美
（
下
外
城
田
保
育
所
）

【
准
看
護
師
】

介
護
老
人
保
健
施
設
…
…
…
高
山
栄
子
（
福
祉
課
）

有
田
保
育
所
…
辻
は
る
み
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

福
祉
課
…
…
…
…
…
…
…
堀
小
百
合
（
玉
城
病
院
）

●
社
会
福
祉
協
議
会
兼
務

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
…
森
島
千
里.（
福
祉
課
）

社
会
福
祉
協
議
会
…
…
…
…
木
村
　
豪
（
福
祉
課
）

社
会
福
祉
協
議
会
…
…
…
堀
小
百
合
（
玉
城
病
院
）

●
新
規
採
用

総
務
課
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
村
修
穂

総
務
課
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
村
文
彦

住
民
課
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
太
田
恵
理
子

福
祉
課
保
健
師
…
…
…
…
…
…
…
…
…
梅
前
尚
子

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

上
村
美
智
子
（
議
会
事
務
局
係
長
）

村
木
　
静
（
田
丸
小
学
校
調
理
員
）

大
西
幸
子
（
田
丸
保
育
所
調
理
員
）

奥
田
眞
理
子
（
介
護
老
人
保
健
施
設
介
護
員
）

中
川
千
穂
（
下
外
城
田
保
育
所
保
育
士
）

松
井
富
美
子
（
有
田
保
育
所
准
看
護
婦
）

４
月
８
日
付
　
（

）
内
は
旧
課
名

●
昇
格

福
祉
課
係
長
…
…
…
…
…
…
見
並
智
俊
（
福
祉
課
）

●
異
動

議
会
事
務
局
係
長
…
…
高
井
美
江
（
住
民
課
係
長
）

住
民
課
係
長
…
…
…
西
山
多
鶴
子
（
福
祉
課
係
長
）

町
職
員
人
事

大手門橋の桜
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「玉城おはなしキャラバン」５月の予定
玉城おはなしキャラバン、
５月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時30分から５時まで。
【５月１日】田丸地区　城東団地公民館
【５月８日】外城田地区　浜塚団地公民館
【５月15日】下外城田地区　中角公民館
【５月24日】有田地区　日向公民館
詳しくは、飯田啓子さん1（58）4600へお尋ねください。

EVENT
GUIDE

第１日目 ６月３日（月）

テーマ：妊娠中の栄養・生活について

第２日目 ６月４日（火）

テーマ：赤ちゃんの発達について・先輩マ

マからのアドバイス

第３日目 ６月９日（日）

テーマ：妊娠中の口腔ケアについて・妊娠

体験・沐浴実習

時　　間 午後１時～３時30分

場　　所 町保健福祉会館

＊対象者には個人通知いたします。ご希望の方は、町

保健福祉会館までお申し込みください。

【相談日】

５月９日（木）介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

５月16日（木）介護老人保健施設（弘樹苑）

６月６日（木）介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

いずれも午後２時～４時

【介護相談員】

下村　久　　大喜多　逸子　　谷口　惠津子

詳しくは町福祉課までお問合わせください。

「介護相談員」サービス利用者相談日
町福祉課　1（58）8203

保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り保 健 師 だ よ り
町保健福祉会館保健師 1（58）8000

●平成14年度予防接種実施医療機関（平成14年4月1日～平成15年3月31日）
玉城町　　　　　　　　　　
久瀬医院 佐田1750 58-3120

篠塚小児科 下田辺725-15 58-6300

中嶋医院 蚊野2148-8 58-7067

玉城病院 佐田881 58-3039

伊勢市　　　　　　　　　　　
足立小児科医院 吹上1丁目6-24 23-0500

伊勢志摩レディスクリニック 黒瀬町671-20 21-0800

海野内科 浦口2丁目2-13 23-1211

神田小児科 河崎1丁目12-12 22-4545

伊勢久藤内科医院 辻久留2丁目10-46 28-8667

慶應義塾大学伊勢慶應病院 常磐2丁目7-28 22-1155

小林胃腸科内科 馬瀬町1007 36-6500

さかとく小児科 小木町曽祢512 31-1511

佐々木小児科 一之木1丁目4-7 24-3816

市立伊勢総合病院 楠部町3038 23-5111

鈴木小児科クリニック 岩渕2丁目8-38 27-2611

高見内科 岡本1丁目4-28 28-3931

積木内科小児科 岡本3丁目6-7 28-3738

徳田内科 倭町156 28-8425

土居医院 古市町173 28-5111

山本内科クリニック 津村町792-1 39-7717

畠中医院 大湊町862 36-4572

花田小児科医院 中島2丁目6-13 28-5068

浜口医院 神社港263 36-4671

東谷呼吸循環器科 神久5丁目7-56 22-1181

平澤クリニック 中須町453-1 23-0855

松本医院 神社港20-13 36-4693

鷲見内科 宮後1丁目8-4 28-2953

寺田クリニック 小木町260-1 31-2000

山崎外科内科病院 楠部町乙77 22-2218

岩田医院 二俣1丁目4-16 28-5356

寺村内科クリニック 中之町72-1 20-3100

小俣町　　　　　　　　　　　
小林内科医院 本町276 22-1563

東山医院 本町90 22-4309

越智医院 明野726-1 37-2275

林産婦人科 相合471 24-8686

野呂医院 本町52 22-4962

中井クリニック 湯田790-1 22-7767

やまなかこどもクリニック 相合480 20-8005

二見町　　　　　　　　　　　
二見浦内科 江147 42-1122

度会町　　　　　　　　　　　
森本医院 棚橋468-1 62-0140 

越智ファミリークリニック 大野木2809-1 62-2255

大宮町（市外局番　05988）
七保診療所 打見116-5 3-2016

宮原医院 阿曽2270 6-3555

瀧原診療所 滝原1516-3 6-3122

紀勢町（市外局番　05987）
小関医院 錦195-6 3-2222

南島町
吉津医療センター 村山1131-58 76-1707

小島医院 村山1118-6 76-2000

阿曽浦診療所 阿曽浦73 72-1018

南島病院 東宮字豆方86-1 72-0001

南勢町（市外局番　0599）
上田医院 五ケ所浦4025 66-1601

国吉医院 五ケ所浦4133 66-0007

南勢町立病院 五ケ所浦2969 66-0011

御薗村
玉石産婦人科 長屋2049 22-5656

小野循環器科内科 長屋2181 21-0660

山田赤十字病院 高向810 28-2171

ハートクリニック福井 長屋2000 26-2111

大内山村（市外局番　05987）
大野医院 大内山村730-4 2-2012

★必ず予約をしてからお出かけください。

〈乳幼児・児童・生徒の予防接種医療機関変更〉
スケジュールどおり予防接種をうけていますか？受け

忘れや二重接種のないように、母子健康手帳と「予防

接種と子どもの健康」の冊子を十分確認したうえで接

種してください。接種できる医療機関が変更になりま

したので、伊勢度会管内の医療機関を一覧表にしまし

た。ご確認いただき、かかりつけの医療機関で接種を

実施してください。

マタニティ教室
町保健福祉会館　1（58）8000
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予防接種法の一部改正により、接種対象者が拡大し

ました。
▼対 象 者：昭和54年４月２日～62年10月１日生ま

れでまだ風しんの予防接種を受けていな

い14歳以上の人（以前に風しんにかか

ったことが明かな人およびMMR接種済

の人は接種する必要はありません）
▼適応期間 平成13年11月20日～15年９月30日まで
▼料　　金：無料
▼持 ち 物：健康保険証・母子健康手帳・問診票
▼申し込み：医療機関へ直接お申し込みください。

※風しんは妊娠初期にかかると、先天性風しん症候

群（心奇形、白内障聴力障害など）のお子さんが生ま

れる可能性が高くなりますので、この機会に接種する

ことをおすすめします。

※乳幼児については、変更ありませんのでご注意く

ださい。

４つの保育所では，子育て支援の一環として今年度

も月に一度、園庭を開放します。
▼対　象 家庭で保育している乳幼児とその保護者
▼日　時 毎月第３水曜日　午前中（５月は15日）
▼場　所

田丸保育所　　問い合わせ先　1（58）3077

外城田保育所　　　　〃　　　1（58）3925

有田保育所　　　　　〃　　　1（58）4411

下外城田保育所　　　〃　　　1（58）4932

同年齢の友達と一緒に遊んだり、子育て最中のお母

さんや保育士と子育ての喜びや悩みについて話をした

りする良い機会となります。ぜひ、お出かけください。

園庭を利用される際には、次のことにご注意ください。

①　お子さんに必ず付き添って遊ばせてください。

②　お子さんの安全については各自責任を持ってくだ

さい。

③　お使いになった玩具等はもとの場所へ片付けてく

ださい。

④　お茶や帽子を用意してください。

お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

保育所ってどんなところ？
町立保育所園庭開放のご案内

風しんの予防接種対象者の変更
保健福祉会館保健師　1（58）8000

６月11日（火）午後２時から４時まで町内の司法書

士による無料法律相談を町保健福祉会館で開催します。

相談を希望される方は、町福祉課までお申し込みくだ

さい。なお、次回相談日は８月13日（火）となります。

【相談内容】

・相続・贈与・売買による所有権移転

・担保権の設定・抹消等の不動産登記

・法人に関する登記・訴え・調停・訴訟等の裁判所提　

出書類に関するもの

・成年後見法に関するもの

・その他身近な相談　など

司法書士による無料法律相談についてのお問い合わ

せは、町福祉課、または保健福祉会館1（58）8000まで

司法書士による無料法律相談を開催
町福祉課　1（58）8203

在園児と仲良く遊ぶ風景
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「行政相談」ってご存じですか？

「行政相談」とは、国、県、市やＮＴＴなどの特殊

法人等の仕事について、皆さんから苦情や意見、要望

をお聞きし、その解決の促進を図る制度です。

総務省では、この行政相談制度を皆さんにもっとよ

く知っていただき、利用していただくため、５月20日

（月）～26日（日）までの１週間を「春の行政相談週

間」として、全国的にいろいろな行事を行います。

この週間にちなんで、当町でも、次のとおり「行政

相談所」を開きます。

年金、保険、税金、登記、道路、福祉など役所の仕

事について、わからないこと、困りごとをお持ちの方

は、お気軽にご相談ください。

▼日時 ５月15日（水） 午前10時～午後３時

▼場所 町保健福祉会館

▼相談担当者 行政相談委員　大橋正子

なお、当日都合の悪い人は、次のところでいつでも

相談に応じていますので、ご利用ください。

行政相談委員　大橋正子（三ツ橋） 1（58）4545

「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している民間

有識者で、皆さんの身近な相談相手です。また、ご相

談は無料で、相談者の秘密は固く守ります。

町教育委員会では、弓道教室を開催します。弓道

は、精神集中、身体の鍛錬が図れ、老若男女を問わず

広く親しめるスポーツです。この機会にぜひ、はじめ

てみませんか。

▼日　時 5月21日(火)～10月29日(火)

毎週火曜日

午後7時30分～9時30分

▼場　所 町屋内体育館（お城広場内の体育館）

▼対象者 町内在住在勤の18歳以上の人

▼講　師 三重県弓道連盟から派遣

▼参加料 4,500円

（保険代、練習矢等の消耗品代）

▼定　員 30名

▼申込方法 参加料を添えて町教育委員会社会教育課

（村山龍平記念館内）へお申込ください。

▼申込締切 ５月10日（金）

その他、詳しくは町教育委員会社会教育課へお問い合

わせください。

弓道教室開催
町教育委員会社会教育課　1（58）8378

春の行政相談週間 ５月20日～26日
ご利用ください「行政相談」

大橋正子さん 1（58）4545

●桜まつり関連事業から

虹の会ボランティア玉城様から３万28円

百五銀行田丸支店様から5,000円

町母子寡婦会から１万円

ストレインジ・ストアーでのジャンボたこ焼

き売上金から（神田奈央子さん・中井佑美さ

ん・小竹咲予さん・坂本佳美さん・廣幸枝さ

ん・廣明枝さん）１万円

をお寄せいただきました。 郵政事業庁は、身体障害者および知的障害者の福祉

に対する国民の理解と認識を更に深めることを目的に、

通常郵便葉書を無料で配布します。

▼配布の対象 身体障害者手帳１級または２級の人、

療育手帳に「Ａ」と標記されている人

▼受付期間 ５月31日（金）まで

▼配布枚数 20枚（一人あたり）

申し込みなど、詳しくは玉城郵便局、東外城田郵便局

へお問い合わせください。

青い鳥郵便葉書の無料配布

東外城田郵便局　1（58）2865
玉城郵便局　1（58）3075
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４月１日から本放送を開始しました、ケーブルテレ

ビ「たまきチャンネル」（21ch）の５月の放送予定をお

知らせします。

●５月のビデオリポートの予定

～５月９日 入学式特集など

５月10日～25日 保育所歓迎会など

●５月の特別番組の予定

～５月15日 首都機能移転・公的年金と医療保険

５月16日～31日 市町村合併シンポジウム

６月１日～ 循環型社会の実現に向かって

＊番組内容は予告なく変更する場合があるほか、文字

放送においてもお知らせしております。

ケーブルテレビ
「たまきチャンネル」５月の放送予定

町総務課　1（58）8200

〜

水道料金システムの変更にと

もない、５月検針分から「納付

書」「使用水量・料金のお知ら

せ」の様式を変更します。

また、納付書送付先の住所・

氏名など変更がありましたら、

早急に水道課へご連絡くださ

い。

バレーボールを通して小中学生の健全育成を図り、

校区や地域の枠を越えて広くバレーボールを普及させ

ようと、玉城ジュニアバレーボールクラブを設立する

ことになりました。

▼対　　象　町内在住の小学校４年生～６年生

▼費　　用　年会費　3,000円（スポーツ安全保険掛

金を含む）

▼練習日時　毎週土曜日　午前９時～正午まで

▼場　　所　田丸小学校体育館（予定）

▼入会方法 別紙参加申込書および参加同意書に記入

が必要です。

詳しくは、町水道課

の中井までお問い合わ

せください。

玉城ジュニアバレーボールクラブ会員募集
中井（町水道課）1（58）8207

水道料金様式変更します
町水道課　1（58）8207

〜
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つり足場、張出し足場、高さ５ｍ以上の構造足場を

組み立て、解体、変更の作業を行う人で、同業務３年

以上従事した人を対象に講習会を開催します。

▼日　程　５月23日（木）～24日（金）

午前９時～午後５時

▼場　所　三重県建設労働組合伊勢支部第２会館

▼受講料 7,500円

申し込みなど、詳しくは三重県建設労働組合伊勢支部

へお問い合わせください。

足場の組み立て作業主任者講習開催
三重県建設労働組合伊勢支部　1（23）5535

第47回三重県・第41回南勢地区母親大会（三重

県・玉城町など後援）が下記のように開催されます。

お出かけください。

▼日　時 ５月26日（日）午前10時から 分科会

午後１時15分から 全体会

▼場　所 いせトピア（伊勢市生涯学習センター）

▼講　演 講師　三宅良子さん

テーマ「輝け！子どもたちの未来」

分科会内容、その他詳しくは、母親大会実行委員会

へお問い合わせください。

三重県母親大会開催
母親大会実行委員会　1059（225）0489

税 務 だ よ り税 務 だ よ り税 務 だ よ り
伊勢税務署 1（28）3191

＜給与所得と税＞
就職して初めて手にする給料。給料袋の中に入ってい

る明細書をちょっとご覧ください。たくさんの項目があ

りますが、その中に見つけていただいたでしょうか「所

得税」。

会社などでは、社員のみなさんに支払う毎月の給料や

ボーナスから「所得税」を天引きし、まとめて税務署へ

納付しています。

この仕組みを「所得税の源泉徴収制度」といいます。

●月々の源泉徴収税額

会社などでは、毎月の給料やボーナスを社員のみなさ

んに支払う際、「給与所得の源泉徴収税額表」により求め

た所得税額を「預かり金」として源泉徴収します。この

場合、健康保険料や厚生年金保険料などの社会保険料を

給与やボーナスなどの支払総額から差し引いて税額表を適

用することになっています。

この税額表は、定率減税額や、給与所得控除、扶養控

除、配偶者控除、基礎控除などの所得控除を織り込んで

作られています。

●１年間の給与所得に対する所得税の計算―年末調整―

１年間の給与所得に対する所得税を計算する際には、

まず、その年に支払いを受けた給料やボーナスの収入金

額から「給与所得控除額」を差し引いて給与所得の金額

を計算します。

次に、この給与所得の金額から基礎控除や扶養控除な

どの「所得控除額」を差し引き、課税所得金額を計算し

ます。これに「税率」を掛けて算出した額がその年の所

得税額（＝年税額）です。

なお、平成11年分以降については、所得税の定率減税

が実施されています。

しかし、源泉徴収された所得税の１年間の合計額と、

その年の給与総額に対する年税額とは、次の理由などに

より一致しないのが普通です。

①年の途中で結婚、出産、就職などにより扶養親族の数

が変わることがある。

②生命保険料、損害保険料の控除などは、毎月の給料や

ボーナスの源泉徴収のときには考慮されていない。

このため、その年の最後の給料やボーナスが支払われ

るときは、毎月源泉徴収された所得税の合計額と、１年

間の給与総額に対する年税額との精算が必要になります。

この精算手続きは、通常12月に行われますので「年末

調整」と呼んでいます。

大部分の給与所得者は、年末調整によってその年の所

得税の納税が完了することになりますので、改めて確定

申告する必要はありません。

詳しくは、伊勢税務署へお問い合わせください。

社会人としての第１歩を踏みだされたみなさんへ
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20歳の“私”に想いを寄せて
３月16日、今年玉城小学校を卒業する６年生が
集まるなか、タイムカプセル埋設式が行われまし
た。この埋設式は、創立120周年の節目の年に卒
業する記念にと開催されました。
タイムカプセルの中にはこれまで使ってきた思い
出の文具や写真、未来の自分へあてた手紙などが
入れられました。また、開封するのが児童たちが成
人式をむかえる2010年１月ということで、その時
に一緒に飲もうと、120周年記念事業で造られたお
酒が担任の先生方の手によって入れられました。
生徒たちは「自分が入れたものを覚えていられる
かな？」などの期待や不安でいっぱいの表情で、運
動場の片隅に掘られた穴に入れたタイムカプセル
に、一人ひとりゆっくりと土をかけていきました。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

思いを寄せてカプセルを埋める子どもたち

「“きらり”と輝く伊勢志摩みらいづくり」に取
り組むみなさんの自主的な活動を支援します

伊勢志摩みらいづくり委員会　1（58）8207

20

伊勢志摩みらいづくり委員会では、伊勢志摩生活圏

ビジョンの３つのテーマ、「美しい地域づくり」「人づ

くり」「産業おこし」の実現につながる取り組みで、

個人、地域住民が組織する団体、ＮＰＯなどを対象

に、活動費を助成します。（ただし、特定の政治、宗

教、または営利活動を目的としないことが条件です。）

▼助成率 活動に必要な額の２分の１以内

▼助成の選定方法 事業計画を公開審査会の場で発

表していただき、審査結果により決めます。

▼募集期間 ５月１日（水）～６月７日（金）

▼公開審査会（事業計画発表） ６月22日（土）

応募方法など詳しくは、伊勢志摩みらいづくり委員

会事務局までお問い合わせください。

新優良木造住宅建設融資事業のご案内
三重県木材協同組合連合会　1059（228）4715

三重県・ふるさとの家促進連絡協議会・三重県木

材協同組合連合会では、平成14年度「新優良木造住

宅建設融資」を受け付けています。

▼融資対象 地域材を65％以上使用して木造住宅を

建設される方

▼受付期間 ５月７日（火）～６月14日（金）

▼貸付利率 ２.３０％（予定）住宅金融公庫中間金

利から０.５％減じた利率

▼融 資 額 500万円（一部条件により750万円）

申込みなど詳しくは、三重県木材協同組合連合会

へお問い合わせください。
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■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務課 158 - 8200
●税務課 158 - 8201
●住民課 158 - 8202
●福祉課 158 - 8203
●農林課 158 - 8204
●建設課 158 - 8205
●都市計画課 158 - 8206
●水道課 158 - 8207
●下水道課 158 - 8207
●財政課 158 - 8208
●商工振興課 158 - 8209
●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育総務課（村山龍平記念館） 158 - 8212
●社会教育課（ 〃　　　） 158 - 8378
■玉城病院 158 - 3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
介護老人保健施設 158 - 3770
訪問看護ステーション 158 - 8117
在宅介護支援センター 158 - 8822
居宅介護支援事業所 158 - 8822

■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■青少年相談センター 158 - 4108
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

■伊勢広域環境組合斎場 158 - 5120

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

今年の桜まつり、小雨交じりのなかで、
元気よく子どもたちが踊ってくれたひと
こま。桜が早咲きでちょっぴり寂しかっ
たのが残念。

◆人の動き（平成14年４月１日現在）
●人口　14,648人（+6人）
●男　7,144人（+8人）
●女　7,504人（-2人）
●世帯数　4,329世帯（+13世帯）
（ ）は3月1日以降の増減

いきいきほのぼのネットワーク

TAMAKI

今 月 の 表 紙

6月4日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　歯みがきについて

たまきっこ
くらぶ

5月15日（水）
受付時間　午後１時～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成12年８月１日～９月30日　　　
生まれのお子さんまたは前回未受診の人
＊該当児には、個人通知いたします。

5月13日（月）・20日（月）
27日（月）・6月10日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の人（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

5月15日（水）・6月3日（月）・17日（月）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

5月23日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください。

5月29日（水）
時間　午前10時30分～正午
場所　町保健福祉会館
対象　３～６カ月のお子さんをお持ちのお母さん
内容　離乳食の献立と調理など
料金　300円
＊対象者には個人通知いたします。ご希望の
方は町保健福祉会館にお申し込みください

5月27日（月）
受付時間　午後５時30分～７時
場所　町保健福祉会館
料金　乳がん1,000円　子宮がん600円
＊ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込みください

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●軽自動車税（第１期）………5月31日（金）
お問い合わせは、町税務課へ

●国民健康保険料（第２期）…5月31日（金）
お問い合わせは、町福祉課へ

1歳6ｶ月児
健康診査

いきいき
クラブ

行政・心配
ごと相談

乳幼児相談

離乳食教室

乳がん・
子宮がん
検診

町税など
納期の
お知らせ
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